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大発会は明るいようだが 

 

皆様、明けましておめでとうございます。今年も本コラムのご愛読宜しくお願い申し上げ

ます。 

令和４年の大発会は明るいムードで始まりましたが、明るいのは限られた銘柄に偏り、昨

年のＩＰＯ銘柄や新興市場銘柄など売り物がちとなり、日経平均やＴＯＰＩＸが高い反面で

マザーズ指数は下落し２日目の本日にもそうした潮流が見られます。昨年末のＩＰＯラッシ

ュから１月はＩＰＯ銘柄がなく、個人投資家を中心に投資家の関心が薄れてしまったようで

す。とは言え、２０２２年は始まったばかり。２月３日からは今年のＩＰＯ銘柄の取引が始

まりますので、今月半ば以降からまたＩＰＯ銘柄への関心が高まるものと見られます。 

年間１２５もの銘柄がＩＰＯを果たした２０２１年ですが、今年も既に３銘柄のＩＰＯが

発表されており、昨年同様に１００を超える企業がＩＰＯしてくると見られます。多くの投

資家の皆様が東京ＩＰＯサイトのスケジュール一覧を見ながら公募申し込みや初値投資など

されているのかも知れませんが、筆者も同様に銘柄分析の際に活用しており、皆様におかれ

ましても引き続き宜しくご活用賜りましたら幸いです。 

今年、最初に登場するのは２月３日のＲｅｃｏｖｅｒｙ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ（９

２１４・Ｍ）。同社は２０１３年に病院職員だった現社長の大河原氏（現在３９歳）が設立。

在宅療養生活を支える看護師等による訪問看護サービス事業を展開しており、前１２月期の

売上高７．６億円に対し経常利益は０．２億円から今期第３四半期までで売上８．１億円、

経常利益０．９億円と成長が見られる。公開株数は５４．７５万株でうち公募株数は７万株、

売出株数は４７．７５万株と少ないため需給面は比較的良い。 

２月４日には美容関連広告求人サービス等を手掛けるセイファート（９２１３・ＪＱ）及

びクラウド・ＡＩ・ＲＰＡ・デジタルマーケティングなどの最新技術を活用したＩＴコンサ

ルティング・システム開発によるＤＸ推進支援会社のビッグツリーテクノロジー＆コンサル

ティング（４２６６・Ｍ）がＩＰＯを果たす予定。１９９１年設立のセイファートの前１２

月期売上高は２２億円、経常利益１．３６億円で今期は３Ｑまでの売上１７億円、経常利益

は１．８９億円と堅調な業績を上げている。公開株数は７４．５６万株、うち公募株数は４

２万株、売出株数は３２．４万株となっている。フルキャストが株主に名前を連ねており、

その関係が伺える。今回の３銘柄の中で最も時価総額が大きくなりそうなのはビッグツリー

テクノロジー社でアクセンチュア出身の杉山社長に率いられたＤＸコンサル会社として既に

前１２月期売上高６４．５億円、経常利益８．５６億円の規模となっており、今期も第３四

半期までの売上高５４．６億円、経常利益１０．８億円の規模にまで拡大。公開株数３７１．

６万株、うち公募６万株、売出株数３６５．６万株でＶＣ保有株の売出を主眼にしたＩＰＯ

と言えるが、ベイカレントなどの類似企業並みの高い評価がなされる可能性もありそうで注

目される。                （東京ＩＰＯコラムニスト 松尾範久） 


